
公益財団法人とちぎ未来づくり財団 令和元年度事業報告書

平成 31年 4月 1日から令和 2年 3月 31日までの本財団の事業について、次の通り報告する。

概 要
本財団は、次代を担う子ども及び青少年の健全育成及び福祉の増進に資することと、県民の生活

に潤いと活力をもたらす文化の振興に寄与することを目的として、平成２３年４月１日に設立され、

平成２５年４月には公益財団法人の認定を受け、公共性の高い各種事業の展開により地域社会に貢

献している。

法人設立９年目、公益認定７年目となる令和元年度は、引き続き青少年健全育成事業、文化の振

興に関する事業、埋蔵文化財の保護及び調査に関する事業などを、相互の連携のもと実施するとと

もに、県有施設である「栃木県総合文化センター」「栃木県子ども総合科学館」「栃木県立とちぎ海

浜自然の家」「栃木県立なす高原自然の家」の指定管理者として、また「栃木県埋蔵文化財センター」

の管理業務受託者として、各施設の機能を最大限に発揮できるよう適切な管理運営等に務めた。

「栃木県総合文化センター」については、前年度から大規模改修を進めてきたが、８月にはギャ

ラリー棟がオープンし、この４月にはホール棟も含めた全館リニューアルオープンを迎えることが

できた。

しかしながら、年度末の２月から、新型コロナウィルス感染症拡大防止への対応として、各種主催

事業の中止や施設の休館などが続いた。今後も県や関係機関との連携を図り対応していく。

Ⅰ 事業の状況

A．次代を担う子ども及び青少年の健全育成及び福祉の増進に資する事業

１ 青少年健全育成事業〔栃木県青少年育成県民会議事業〕（公益事業１）

（1）市町村民会議との連携強化、住民啓発促進に関する事業

市町における青少年育成活動の活性化を促進するため、青少年育成市町村民会議との連携強

化に努めた。また、県・市町・団体等の実施する青少年育成事業へ共催・後援及び参加するこ

とにより連携を深めた。その他、県教育委員会との共催により市町村民会議等全体研修会を実

施した。

《主な事業》

ア 青少年育成市町村民会議支援

・市町村民会議の組織強化、活動支援

・市町村民会議対象の全体会議、研修会の開催

・内閣府主催研修会への派遣

イ 青少年育成指導員活動支援

・育成指導員の設置、活動支援

・育成指導員対象の研修会開催、助成

・内閣府主催研修会への派遣

ウ 啓発資料作成

・「青少年とちぎ」の発行

・県民運動啓発チラシ、物品等の作成

・「ふれあいフェスティバル」への参加

エ 青少年育成団体連携

・各青少年育成関係団体との連絡調整

・県、市町、団体等の実施する青少年育成関連事業への共催、後援及び参加



（2）青少年の自立と社会参加活動の推進に関する事業

主体的に判断し行動できる資質や能力を身につけるための事業と、青少年の非行防止に向け

た事業を実施し、青少年の健全育成を図った。

《主な事業》

ア 少年の主張発表大会

・地区大会への助成

・県大会の開催

・全国大会への推薦、参加

イ 青少年育成県民会議表彰

・青少年育成に功績のあった団体、個人等の表彰

・永年（２０年）賛助会員への感謝状の贈呈

ウ 子ども読書活動推進

・「栃木子どもの本連続講座」の実施

エ 生き生き体験活動

・中高生のリーダー育成を図る団体への助成活動

オ 親子学び合い（ネット時代の歩き方講習会）事業

・ネット時代をよりよく歩んでいくために必要な力や環境づくりについて考える講習会の開

催

カ 親子学び合い（ネット時代の歩き方講習会）事業講師養成講座

・子ども達に価値あるネットとの向き合い方、自分を成長させるネット利用について新たな

気づきを与える講習会の講師を養成する講座を開催

（3）「とちぎ心のスクラム県民運動」推進事業

青少年育成運動の一層の推進を図るため、県や市町、教育委員会、県警察本部、子ども会、

ＰＴＡなど関係団体との連携を強化し、県民運動推進体制の整備を図った。「家庭の日」絵日

記コンテストにおいては、１，４０６点の応募があった。

《主な事業》

ア 県民運動推進

・「県民のつどい」開催

イ 「家庭の日」推進

・「家庭の日」絵日記コンテストの実施

・「家庭の日」啓発物の作成

２ 栃木県子ども総合科学館管理運営事業 （公益事業１）

子どもの科学への関心を高める魅力的な事業展開を図り、科学技術普及啓発施設としての役割

を果たすとともに、学校や児童館との連携を強化し、大型児童館として県内児童館への技術指導

や連携事業など実践的な活動を行った。

なお、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため令和２年(2020)年３月６日（金）～２４日（火）

について、展示場及びプラネタリウムを含む屋内施設を休館、乗り物広場を運休とした。なお、

プラネタリウムにおいては、３月２４日以降も引き続き休止としている。

（1）展示場の運営および各種教室の実施に係る事業

《主な事業》

ア 展示場等の運営

展示品の解説、各種ショー、団体オリエンテーションなどを実施した。

イ 企画展の開催

a 第７５回企画展「探そう！宇宙のヒミツ ～みらいくんの宇宙探査～」



令和元年(2019)年７月２６日（金）～９月１日（日）

宇宙観測技術や地球外生命探査の方法、はやぶさⅡ模型等の展示、宇宙探査の疑似体験の

展示を行った。

b 第７６回企画展「みて！みて！びっくり！シカクのフシギ大集合！」

令和２年(2020)年３月２０日（金）～４月５日（日）

錯視・錯覚の企画展。

※ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止

ウ 科学技術コンクール ～ロボット・チャレンジ ２０１９～

ものづくりの機会の少なくなった青少年を対象に、自作ロボットによる競技会を行った。

エ 各種教室の実施

「科学工作教室」、「ミニ工作」、「電子顕微鏡教室」、「移動科学教室」、「出張サイエンスショ

ー」、「小学生のための実験教室」、「テクニカルフェスティバル」、「科学フェスティバル」など

年間を通して実施した。

（2）プラネタリウム及び天文台の利用に係る事業

《主な事業》

ア プラネタリウムの投影

鮮やかなギリシャ神話の世界や海王星発見などをテーマにした内容と季節に合わせた星空解

説を盛り込んだ一般向け番組を年間４本、ブラックホールツアーをとおして、その不思議につ

いて紹介する内容等の年少向け番組を年間２本投影した。

また、天文学習の支援をねらいとした学習番組や、「星空さんぽ」、「星と音楽のひととき」

などのライブ特別番組を投影した。

イ 天文台の利用

天文台を利用して土・日曜日の夜を中心に「星をみる会」を年間２４回実施（新型コロナウ

ィルス感染症拡大防止のため２回中止）した。また、昼間でも見ることのできる天体や太陽の

観察を行う「天文台公開」を年間２２回実施（新型コロナウィルス感染症拡大防止のため２回

中止）した。

ウ その他天文普及活動

手作りした天体望遠鏡で天体を観察したりビニール傘で星座早見盤を製作したりする天文工

作教室を年間２回実施した。また、夏休みの小学生を対象とした星の動き方の観察や、一般の

方を対象として、スマートフォンでの天体撮影や部分日食の観察等の天文教室を年３回実施し

た。さらに、新聞やテレビなどのメディアへ天文情報を提供することにより広報普及を行った。

（3）児童厚生施設としての利用に係る事業

《主な事業》

ア 体験・育成事業

２階「遊びの世界」を主な活動場所として｢あそびのプログラム｣を毎日実施。カウンター等

で工作やゲームの通常プログラムをおこなうとともに、約９０種類の木製パズルを利用した「パ

ズルの日」や木製ワンサイズブロックを使用して親子で造形を楽しむ「ＫＡＰＬＡⓇであそぼ

う」等を各月定期的に設けた。また、じっくり遊びに取り組む特別プログラムとして、子ども

達にスタッフとしての参画を促す「おしごとラボ」、交流性を高める「忍者道場」等を実施した。

その他、幅広い年齢層の利用を促進するため、未就園児の親子を対象とした「まめっこタイ

ム（年間１１プログラム）」を多目的ホール・屋外等で全１２回実施（新型コロナウィルス感染

症拡大防止のため２回中止）した。

イ 県内児童健全育成団体等への援助・指導、連絡調整等の事業

県内の児童館、放課後児童クラブ、子育てサークル等への「あそびの出前」や、県内児童館

と共同でプログラムをおこなう「あそびの連携事業」、児童館ＰＲと職員間交流・資質向上を目



的に県内児童館３２館が参加した「第２１回児童館フェア」などを実施した。また、栃木県児

童館連絡協議会事務局としての遊具貸出をはじめとする県内児童館の活動支援や連携のための

強化事業、県内の放課後児童クラブへの情報提供及び指導員の資質向上のための研修事業、栃

木県地域活動連絡協議会の支援連携事業など、県内各種児童健全育成団体等への援助を行った。

ウ 乗り物広場の運営及び屋外遊具の管理

変わり種自転車の貸し出し、ミニ機関車の運行とそれらの点検・整備等の実施及び屋外遊具

の安全点検を行った。

３ 栃木県立とちぎ海浜自然の家管理運営事業 （公益事業１）

栃木の子どもたちに海の自然や文化に触れさせる「海の分教場」、幅広い利用者に多様な学習

の場を提供する「生涯学習施設」としての役割を果たし、「とちぎの海のふるさと」として県民

に愛される施設を目指した管理運営を行った。

（1）臨海自然教室事業

実施時期：年間

対象：栃木県内の小学校、県立盲・聾・特別支援学校（小学部）の児童

延べ利用者数：３６，８２０名

内容：栃木県の小学５年生を対象に、海辺での集団宿泊や自然活動など、様々な体験的な学習

を教育活動の一環として実施した。また、活動プログラムの提供を行うとともに実施に当た

っての指導助言などを行うことにより、安全に有意義な体験活動が行えるよう支援した。

（2）各種団体受入事業

実施時期：年間随時

対象：学校、企業、各種団体等（視察を含む。）

延べ利用者数：２５，５８４名

内容：県内外の学校教育・社会教育団体や企業等を受け入れ、研修、交流活動、家族の触れ合

い活動等を支援した。また、施設・備品等の貸出しや活動プログラムの提供や活動に対する

助言を行うことにより、安全に有意義な生涯学習活動が行えるよう支援した。

（3）主催事業

周辺の自然環境を活かし、教育施設としての目的に合致した企画事業を実施した。

《主な事業》

ア 海浜夏まつり・秋まつり・冬まつり

イ 海浜の旬メロン

ウ 海浜の初日の出 ほか

（全９事業、総参加者数：１，５１８名）

※台風 19号と新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２事業中止。

４ 栃木県立なす高原自然の家管理運営事業 （公益事業１）

山の自然や文化に触れさせる「山の分教場」、那須高原に位置する社会教育施設として、周辺

の豊かな自然を活用した青少年の団体宿泊訓練や県民の多様な団体活動を支援することにより、

青少年の健全育成と生涯学習の振興を図った。

（1）各種団体受入事業

栃木県内外の学校、社会教育団体等の研修の場を提供し、活動を支援した。

施設・備品等の貸出し、活動プログラムの提供や活動に対する助言を行うことにより安全で有

意義な生涯学習活動が行えるよう支援した。

期日：通年

対象：研修を目的とした団体・グループ



内容：登山・ハイキング、野外・自然体験活動、スポーツ・レクリエーション活動、創作活動、

調理活動、その他の活動

延べ利用者数：３０，０６８名

（2）主催事業

周辺の自然環境を活かし、社会教育施設としての目的に合致した企画事業を実施した。

《主な事業》

ア こどもチャレンジキャンプ

イ クリスマスファミリーデー

ウ 冬のファミリーデー ほか

（全９事業、総参加者数：２７７名）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、２事業中止。

B．県民の生活に潤いと活力をもたらす文化の振興に寄与する事業

５ 文化の振興に関する事業 （公益事業２）

県民文化の振興と文化活動の支援のため、良質な舞台芸術の鑑賞事業と県民参加文化事業

を提供するとともに、東京 2020大会やとちぎ版文化プログラムリーディングプロジェクト、

栃木県総合文化センターリニューアル等に連動したオリジナル企画事業を企画・実施した。

栃木県総合文化センター大規模改修中は、県内の文化施設等を会場に出張コンサートなど

のアウトリーチ事業を継続しつつ、ギャラリー棟のプレオープン後は練習室・リハーサル室

等を会場として参加型及び鑑賞型の主催事業を展開した。

なお３月期の事業については、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から開催を中止

した。

《主な事業》

(1) 自主財源による文化事業

財団主催の各種文化事業及び民間事業団体等との各種共催事業等を実施した。

ア 平日の贈り物♪ランチタイムコンサートシリーズ 全４回

栃木県総合文化センター出張公演

Vol.31「笹沼 樹～チェロの世界」

栃木県総合文化センターギャラリー棟リニューアル記念

Vol.32「山田武彦～音の魔術師＊ピアノの世界」

Vol.33「即位祝賀！～華麗なる宮廷雅楽の世界」

Vol.34「よなは徹～沖縄三線の世界」

イ 劇団四季ファミリーミュージカル

「カモメに飛ぶことを教えた猫」

ウ とちぎ版文化プログラムリーディングプロジェクト

県民の日記念イベント連携

「上田純子ソプラノ・リサイタル～昭和の情景～ふるさととちぎから」

劇場をとびだして！お出かけ♪とちの実コンサート

「旧青木家那須別邸コンサート～明治の情景～」 ほか

(2) 栃木県補助金等による文化事業

ア 鑑賞型事業

栃木県総合文化センター出張コンサート

「森麻季（ソプラノ）～音の美術館～イタリア美への旅」 ほか



イ とちぎ舞台芸術アカデミー（参加創造体験型文化事業）

a【音楽部門】

第２４回『コンセール・マロニエ２１』（金管楽器部門）

第１４回『栃木県ジュニアピアノコンクール』

学校訪問演奏会『音楽って素晴らしい！学校でこんにちは！』

(下都賀・安足地区) ほか

b【舞踊部門】

第２４回ロシア国立ワガノワ・バレエ・アカデミー留学生オーディション

ほか

（２７事業７１公演 ※うち中止３事業５公演）

６ 埋蔵文化財の保護及び調査研究に関する事業 （公益事業３）

埋蔵文化財の保護及び調査研究を行うとともに、埋蔵文化財センターの管理運営及び事業を実

施した。

（1）埋蔵文化財発掘調査事業

栃木県及び県内市町からの委託を受け、開発地内等の埋蔵文化財の発掘調査事業を実施した。

※ 発掘調査及び整理事業件数 １９件

《主な事業》

ア 栃木県からの受託事業

・本沼窯跡群（益子町）

・城ノ内遺跡（上三川町）

・荒井館跡 (大田原市)

・あがた駅南遺跡（足利市） ほか９件

イ 国からの受託事業

・粟宮宮内遺跡

ウ 市町からの受託事業

・西高椅遺跡（小山市）

・荒井館跡 (大田原市)

・佐貫石仏（塩谷町）

・四十八塚古墳群（佐野市）

・さくら市遺跡詳細分布調査（さくら市）

（2）栃木県埋蔵文化財センターの管理運営事業

栃木県からの委託を受け、埋蔵文化財センターの施設維持管理を行うとともに、埋蔵文化財

の保存・活用及び埋蔵文化財に関する知識の普及に関する事業を行った。

《主な事業》

ア 埋蔵文化財に関する情報収集及び提供

遺物・図面・写真等の貸出や「埋蔵文化財センターだより」（年２回）・「壁新聞」（年１回）

・「とちぎ発掘調査成果情報誌」（年１回）を発行した。

イ 埋蔵文化財に関する普及・啓発

発掘調査報告会、現地説明会及び史跡見学会の開催、学校等の施設見学及び出前事業、埋蔵

文化財センターの特別公開、常設展示及び特集展示、ミニテーマ展示、県庁本館ミニ展示、各

種講座の開催等を通じて、広く県民に埋蔵文化財保護の重要性やその保存・活用についての理

解や関心の向上に努めた。

また市町資料館等と連携し、地域の遺跡・出土品を活用した事業等の支援を行った。



ウ 研修

保存処理研修会及び教員や生涯学習担当職員を対象とした埋蔵文化財活用のための基礎講座

並びにボランティア養成講座を実施した。

エ 埋蔵文化財に関する出土品の保存処理

オ 埋蔵文化財に関する出土品の資料管理

（3）考古学セミナー

埋蔵文化財センター職員を講師とし、縄文時代～中世の最新研究成果に関する講座を開催し

た。

４回実施 参加者数：３４０名

（4）図書の刊行頒布事業

埋蔵文化財発掘調査報告書等、埋蔵文化財の調査や普及啓発に関する図書類を刊行頒布した。

本年度刊行図書一覧

書 籍 名 発行部数 遺跡等所在地

研究紀要第２８号 ５０

栃木県埋蔵文化財調査報告

第 390集 愛宕塚古墳 ５０ 下野市

第 391集 南飯田前畑遺跡・中妻遺跡・佐川野上遺跡 ２２ 小山市・野木町

合 計 １２２

(5) 職員の出向

東日本大震災復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財発掘業務の技術指導のため、公益財団法人福

島文化振興財団に職員１名を出向させ協力を行った。

７ 栃木県総合文化センター管理運営事業 （収益事業）

県内文化振興の拠点施設である栃木県総合文化センターの利用受付・打ち合わせ、利用者及び

来館者サービス事業、施設維持管理業務、危機管理対策及び事業評価を行った。また、大規模改

修工事への対応を行った。

《主な事業》

（1）施設利用受付・打ち合わせ業務

ホール、ギャラリー、会議室、各種練習室等の利用受付及び打ち合わせを行なった。

（2）利用者及び来館者サービス業務

催し物案内の発行、ホームページやメールマガジン等による催事情報の提供を行うとともに、

文化団体や企業向けに施設利用促進を図る広告、広報活動を行なった。

施設利用のアドバイスのほか、利用者のニーズに合わせてケータリングや会場設営などのサ

ービスを提供する「らくらくサービス」事業を実施した。

（3）施設の維持管理業務

利用に支障が生じないよう各種設備の保守点検を定期的に行うとともに、快適な館内環境を

維持するため関連設備・備品等の適切な管理を行なった。また、必要に応じ工事及び修繕を行

った。

（4）危機管理対策

来館者の安全を守るため、防災設備等の保守点検及び消防訓練を実施するとともに、危機管

理マニュアルの点検を行った。



（5）事業評価

利用者に快適にご利用いただくため事業評価を実施し、更なるサービス向上に努めた。

（6）大規模改修への対応

県において、大規模改修工事が実施されたことから､財団として県との連携を図るとともに､

各種対応に努めた。また、改修後のホール棟再開にむけた準備を進めた。

Ｃ．広報活動に関する事業

（1）新聞や情報誌等広報媒体を活用し、施設や財団事業案内の広報を行った。

（2）財団発行の広報誌による活動として、「青少年とちぎ」（年３回発行）や「催し物案内」（年２回

／総合文化センター）、「科学館催し物案内」（年４回／子ども総合科学館）、「埋蔵文化財センタ

ーだより」（年２回／埋蔵文化財センター）を定期的に発行し、関係機関及び県民に配布した。

（3）インターネットによる活動として、各事業所で独自にホームページを整備して情報発信をする

とともに、財団ホームページにも各事業所の更新情報を掲載したほか、総合文化センターの事業

等の最新情報を、メールマガジンにて、毎月１回２，０７２名の登録者（３月３１日現在）に発

信した。その他、フェイスブックによる広報についても実施した。

Ｄ．その他目的を達成するために必要な事業

県内２８の公立文化施設で構成する栃木県公立文化施設協議会の運営事務局として、全国他県

の動向など、各種情報の提供及び管理・技術関係の研修会を開催するなど、県内の公立文化施設

の運営に関して指導・助言を行った。

子ども総合科学館においては、県内４３児童館により構成される栃木県児童館連絡協議会の事

務局として、児童館相互及び児童館職員間の連絡・交流活動、全国の動向などの情報提供、児童

館運営や職員の資質向上に関する各種研修会の開催などを行った。

また、埋蔵文化財センターにおいては、全国４７の埋蔵文化財法人で構成する、全国埋蔵文化

財法人連絡協議会関東ブロックの列島展担当法人として、展示解説員の手配等調整業務を行った。


